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研究の背景

 近年、公共交通機関におけるエレベーターの設置などの
バリアフリー環境が整備され、ベビーカーに子どもを乗せ
たまま気軽に外出しやすい環境になってきている。

 少子化対策の一つとして「子育てバリアフリーの推進」が
取り上げられ、子育てを支援する生活環境の整備が掲げ
られている。

 しかし、ベビーカーでの外出はまだまだ不便な点も多く、周
囲の人々の理解や手助けも少ないのが現状である。その
反面、ベビーカー利用者のマナーの悪さも問題となってい
る。
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これってマナー違反？

電車にベビーカーを押して
乗車してきたら「迷惑」31％

首都圏在住20～60代の男女1000人
のアンケート結果(2010年6月)

野村プレミアムブランズ調べ

2010年8月23日 日本経済新聞（夕刊）
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子どもの成長と月齢による変化

1歳では、約10kg

外出時の子どもの荷物：

オムツ、おしりふき、ガーゼ、
飲み物、食べ物、服(着替え)、
おもちゃ、ブランケット(冬)

月齢により要望は変化：

授乳、オムツ替え、
じっとしていない、
トイレトレーニング

乳幼児身体発育曲線(H12年調査)
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バリアフリー整備が進むことによる変化

我慢乳幼児連れ等への配慮施設はない

より快適な施設を、より利便性よく

不便さが徐々に解消少しずつ配慮施設が整備される

新たなニーズが発生

子育て世代が我慢するのではなく、行きたい場所に自由に快適
に外出できる子育てを応援する社会への変化が求められている

快適な外出がしたい→
ベビーカーの重量化、大型化

5



近年の国内ベビーカー

 乳母車SGマークの基準改正(2009年)(財)製品安全協会

Ａ形；１月～２４月
Ｂ形；７月～２４月

旧ＳＧ基準 新ＳＧ基準

Ａ形、超軽量
(3.9kg)

出生数：約107万人/年（2009年）
ベビーカー販売台数：7～80万台/年

SGマーク付きベビーカー：37.8万台/年(2009年)
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http://www.combi.co.jp/products/stroller/mechakaru9/


近年の公共交通機関におけるベビーカー利用状況

電車車両内での取り扱い

 東京メトロでは、1998年まで
はベビーカーを開いた状態で
乗せることを禁じていたが、
99年からは、利用者の責任の
範囲で認めている。

 JR東日本ほか関東・中部・関
西の鉄道事業者30社が2008年
3月末からベビーカーキャン
ペーンを実施している。
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ベビーカー利用者の行動特性

① 同行者を伴わず行動(半数以上)

② 乗降時・乗車中ともに「ベビーカーを広げたまま」
⇒約80％

③ 乗車中の位置や立着状況
⇒「乗降ドア付近」「通常座席」「優先座席」の順

公共交通機関における
ベビーカー利用者の観察調査

乗降扉付近 空間中央
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保持者 ﾍﾞﾋﾞｰｶｰ　　(着座）

保持者 ﾍﾞﾋﾞｰｶｰ　　(立座)

8 公共交通機関におけるベビーカー利用者の行動特性に関する研究
日本建築学会技術報告集 第16巻 第33号 pp727-730 2010年6月



ベビーカー利用者の危険な行動特性

①車両への乗降
・車両とホームの隙間が広い場合

・2人以上の子どもを連れている場合

②上下移動
・階段の上り下り
・エスカレーターの使用

③ベビーカーの荷物
・重量バランスが崩れ、
後方へ転倒

9



公共交通機関におけるベビーカー利用に関する
女子大生の意識

不快な行為を受けた時の状況(複数回答)(n=56）
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10 公共交通機関におけるベビーカー利用者に対する女子大生の意識と体験実習による意識変化
日本建築学会技術報告集 第17巻 第35号 pp355-359 2011年2月



子どもがぐずっている時の親の対応(複数回答)(n=169)

ﾍﾞﾋﾞｰｶｰ利用経験(件数) 手助け 件数 割合

有 18 85.0%

無 3 15.0%

有 25 56.5%

無 20 43.5%

有 54 28.4%

無 136 71.6%

経験あり(21)

数回経験あり(45)

経験なし(190)

ベビーカー利用経験と
手助けの有無(n=256)

大
き
な
差
異ベビーカー非利用者(一般)のアンケートより
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ベビーカー利用の体験実習による意識変化

体験前後で大きな有意差

・「扉の開閉は大変」
・「ベビーカー操作は大変」
・「公共交通機関内でのベビーカー利用者
制度※は必要」

※ベビーカーマークやスペースなど

子どもが乗ったベビーカーを押して体験

階段の昇降、段差、エレベーターの利用、トイレ
の出入り、扉の開閉等(大学敷地内）

ベビーカー利用者への手助けの有無
「ある」37.3％ 「ない」62.7％
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鉄道車両内での先進的な例

広島電鉄 ＬＲＴ

鉄道総合研究所
鉄道車両用多目的収容装置
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http://www.rtri.or.jp/infoce/rrr/2008/06/200806_10.pdfより



バス車両内での取り扱い
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ベビーカー
を広げたま
までの乗車

規程の
有無

数

○ 有 25
(92.6％)

○ 無 1
(3.7%)

× ― 1
(3.7%)

ノンステップバス導入率の高い27社
事業者ベスト30(国交省H22.3.31)よりグループ会社3社
を除く※総車両数100台未満の事業者を除く

乗務員 お客様 1か所 2か所

4 11 11 3

補助ベルト
固定する人 固定数(不明1)

向き 固定の仕方 支持
後向き ストッパー 手でしっかりと

15 15 15

ベビーカー

バス車両内でベビーカーを広げて
乗車する場合の方法(15社調べ)

横浜市交通局

旭川電気軌道



ベビーカーを広げて乗車する場合の各社規定例
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横浜市交通局 東武バス
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規程では、各社ともにベビーカーは後向きでロックを
かけ保護者が立って支えるとなっている。

しかし、実際にはその乗車方法はあまりみられない
のではないか。

東急バス

http://www.tokyubus.co.jp/top/protection/baby_b.html


海外における公共交通機関での
ベビーカー利用の紹介

ベビーカーに関する記事(S-banen)
1955年 1959年 1952年

S-banenデンマーク国鉄の今昔(1934-2009)より

デンマーク
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様々なマークが表示されており、
ベビーカーマークは必ずある

＜電車＞

ベビーカーマーク
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↑ 折りたたみの座席

＜電車＞

ベビーカースペース
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＜バス＞

ベビーカーマーク

車両内外には車
椅子・ベビー
カーマークが表
示されている。
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バスの乗車風景
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↑ 折りたたみの座席
固定ベルト →

＜バス＞

ベビーカースペース
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＜ＬＲＴ＞ ベビーカーマーク

車両内外には車椅子・ベビー
カーマークが表示されている

ドイツ
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ベビーカーマーク

(LRT)

車両内のスペース

24



出入り口の様子 (LRT)
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